
　ＩＴ活用を背景とし、個人情報をはじめとする多くの情報が企業活動において活用されている現在、情報セキュリ

ティに関連する事故等の脅威から会社を守るために、まず取り組まなければならないのが、社内の啓発と教育である

といわれています。

　今回は、「コンピュータサービス技能評価試験（情報セキュリティ部門）」【公的資格試験】を有効に活用することで、

情報セキュリティ対策をより強固なものにできるようその活用方法等についてご提案させていただきます。

●講　　演

　　「情報セキュリティ対策は行われていますか？」

～セキュリティ教育・啓蒙の重要性とＷＪ認定制度の導人メリット～

　　　情報セキュリティ部門公式テキスト著者　佐藤　京子　氏

　ＩＴ関連インストラクター、コンピュータ関連書籍専門の出版社勤務、現在はＩＴ関連の研修・執筆を中心にフリーランスとし

て活躍中。その間、30以上の図書の作成に関わり、最近は、コンピュータサービス技能評価試験情報セキュリティ部門公認テキ

ストを作成。今回の講演では、情報セキュリティ対策に関する人材育成の重要性と、「コンピュータサービス技能評価試験（情報セ

キュリティ部門）」を活用した効果的な方法についてご提案して頂くことになっています。

■事例発表

｢我が社の情報セキュリティ対策とその取組について｣

　　渕上印刷株式会社

　　　取締役　経営企画部長兼総務部長　田中　健二氏

　お客様の大切な情報をお預かりし、それを利用して印刷物を作るに|］刷業。情報セキュリティに対する「信頼」は、仕事をする上

での基礎といえる。渕上印刷では、情報セキュリティ対策を経営の重要な課題と捉え、規定や社内制度を整備。また、システムだ

けでは、全ての情報を完璧に管理することは困難であることから、「コンビュ一タサービス技能評価試験（情報セキュリティ部門）」

の受験を勧め、社員一一人ひとりの「自覚」を促し、確実に「実行」できるようにセキュリティ藪育や啓発に力を入れています。
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